
仲間との関わりを
主体的に求め, 
学校生活の充実と向上を
目指す子どもを育む学び
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特活部の研究テーマ

仲間との関わりを主体的に求め,
学校生活の充実と向上を
目指す子どもを育む学び

～よりよい人間関係を形成する
学級活動を通して～
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話合い活動において
他者の意⾒について
共感的かつ建設的に関わり，
学級や学校の形成者としての
「⾒⽅・考え⽅」を働かせながら，
学校⽣活がよりよくなるような考えを
主体的・協働的に導き出そうとする姿

特別活動における⾃律した学習者の姿

どのように︖

昨年度の成果

・「お試し」の活動やプレゼンテーション
→主体的で⽬的意識をもった話合い活動に

・自他の変容を見つめ，互いのよさを共有する場
→話合いの進め⽅に対する⾃覚
→よりよい合意形成の図り⽅への理解の深まり

・議題選定の理由を確認し，視点として共有する
→「⼯夫考案型」の建設的な話合いに
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昨年度の課題

・主体的に話合い活動を進め，

よりよい合意形成を図る指導の在り方

どのようにすれば
⼦どもたちが

主体的に話し合い
よりよい合意形成を図る
ことができるのか︖

何に
ついて︖ どのように︖

主体的に話し合い活動を進め
よりよい合意形成を図るために

話し合いを進めるのか
⾃覚していることが必要

論点 ⽅法
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 学校生活上の課題解決を目指す
目的意識のある話合い活動にする
ための省察の場の工夫

 よりよい考えを協働的に導き出す
合意形成のプロセスの工夫

何について︖

どのように︖

研究の重点

学校生活上の課題の発見
実践の振り返り

（省察）

議題の決定
（選択・決定）

決めたことの実践

解決⽅法の改善
合意形成の⽅法の⾃覚･修正

解決⽅法の具体化・共有
（内容・⽅法・役割分担）

学級活動（1）⾃律した学習者を育てる学習のプロセス

お試しの活動
シミュレーション
プレゼンテーション

（省察）

意見の発表・比較
合意形成のプロセス

解決方法
（集団としての選択・決定）

話合い

何について︖ どのように︖
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１年生の取り組み

 活動の似ている係をまとめる
 係にしたらよいものと，⾃分で⾏うと
よいものがあることを分類する

 係の⼈数が多いときには譲り合うと
解決する

どのように︖

６年生の取り組み

 共通体験を⼟台とした焦点化した話合い

 フロアの参会者も合意形成の⽅法に
ついて助⾔できるように

 司令塔（話し合いを俯瞰し、司会・⿊板
記録への助⾔をしながらコーディネート
する役割）の設定

どのように︖

何について︖
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第２回５Ｃ
チームワークを高めよう

集会を開こう
～つくろう協力し合える楽しいクラス～

授業実践（５年）

クラス⽬標「協楽」

どうすれば
協⼒し合えるようになれるのか︖

５Ｃのチームワークを
⾼める集会を開こう

１学期に
第１回集会を

実施
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子どもたちの実態

出し合う

⽐べ合う

まとめる

○意欲的

▲論点がずれる
（賛成・反対のみで
⾮建設的）

▲どのように
まとめるのか迷う

（よいところを活かせない）

課題や解決策を
具体的に捉え直す
省察の場の設定

目的意識のある話合い活動にするための省察の場の工夫

何について︖
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提案の際にお試しの活動

議題 もっとチームワークが⾼まる
集会にしよう

課題や解決策を捉え直す場

チームワークを⾼める
ポイント
助け合う

⼀⼈⼀⼈に役割がある
共通の⽬標がある

＝省察の視点

216



もっと
助け合える
ようにしたい

課題 解決策

ヒントを⾔う
回数を制限

単語ではなく
⽂に

順番に⾔う
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チームワークをもっと⾼めるように
活動を⼯夫する

提案者の振り返りカードから

・５Ｃのみんながどうしてほしいか
分かった。

・いい意⾒が多くぜひ本番で使いたい。
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集会後の振り返りカードから

話合いにより活動が改善された

話し合ってよかった︕

提案理由を意識して集会ができましたか

18%

46%

36%

7%

34%

59%

0%

10%

20%
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40%

50%

60%

70%

もっとよくしたい

（Ｎ）

自分を褒めたい

（Ｅ）

ここまで

できれば満足（Ｓ）

６月

１０月

6⽉30⽇

10⽉28⽇

5C30名

内容の改善 ⾃⼰効⼒感 達成感
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 提案内容のよさや課題を
明確に捉えられるように

目的意識のある話合い活動にするための省察の場の工夫による変容

 解決策が具体的に
体験的活動という
具体を基にした省察

⽬的意識の⾼まり

合意形成につながる
論点 の焦点化

未完成→児童が選択・決定する余地

助け合えるようにしたい

提案者から出された課題

主体的に話し合う姿

論点何に
ついて︖
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合意形成に⾄る
⼿順・⽅法を絞り込む

合意形成のプロセスの工夫

意⾒カードを基に司会グループが
選択し，参会者に提案

どのように︖

司会グループ
意⾒カードを基に話し合いの
流れをシミュレートする

予想される意⾒や
まとめる⼿順・⽅法を

選択し，司会カードに記⼊

参会者と共有
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助け合いを
増やしたい
⼀⼈⼀役に

なるようにしたい

論点（何について）

⼿順・⽅法（どのように）

対⽴する意⾒は
なさそうだ

↓
賛成が多い意⾒

に絞り
少しずつ⾏おう

今
年
度
追
加
し
た
話
合
い
の
技

改善するための
意⾒を出し合う

・賛成の多い意⾒２〜３つに
絞って進める

・少しずつ⾏う

確認して決める
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それぞれの考えの
よいところを活かす話し合いの技

①新しい考えをつくる
②考えを合わせる
③順番を決める
④条件をつける
⑤少しずつ行う
⑥ゆずり合う

⼦どもたちがよく⽤いていたものを整理

話合いの技を⽤いた発⾔が増え，建設的に
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話合い後の振り返りカードから

有効な発⾔の仕⽅を価値付ける

話し合いの技の⾃覚化

参会者の振り返りカードから

意⾒を⼤事にしていた
Ｋ

参会者も話合いにおける
意⾒の質の⾼まりを実感
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話し合いの力チェックカードから
「自分もよくてみんなもよい話し合いの技」を使って意見を発表する

「よくできている」と答えた児童の割合（5C30名）

よくできている, 
63%

よくできている, 
3%

⼤体できている, 
30%

⼤体できている, 
87%

あまりできていない, 
7%

あまりできていない, 
10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０⽉

６⽉6⽉30⽇

10⽉28⽇

司会者の振り返りカードから

・みんなが納得いく案で進められた
・話し合いの技も⾃覚している

Ｓ
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 司会グループが
⾒通しを持って，
話し合いを進められるように

合意形成のプロセスの工夫による変容

 参会者の発⾔が，合意形成の
プロセスに沿った建設的ものに

話し合いの⾒通しを共有
話合いの進め⽅→
児童が選択・決定する余地を残す

どのように︖

成果
 論点となる課題や改善策を明確にし，
話合いに向かう⽬的意識を⾼める上で
体験的活動を基にした具体的な省察が
有効

 よりよい合意形成に向けた
⼿順・⽅法を選択し，共有することで
司会グループも参会者も⾒通しをもっ
て話し合いに参加することが可能に
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課題

 課題解決に向けて
「互いの考えのよいところを
⽣かす」経験を積み重ねていく
場の設定

「それぞれの考えの
よいところを⽣かす」⼒を
⾼めたいと考えている
児童が約４割

もっとよく

したい

（Ｎ）, 37%

自分を褒

めたい

（Ｅ）, 43%

ここまで

できれば

満足（Ｓ）, 
20%
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